
１

清　友 No.124

東京清掃労働組合退職者会
〒 102-0072　千代田区飯田橋３−９−３　SK プラザ５F
TEL 03（3237）9995　　FAX 03（3237）4541

2019 年 12 月

東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

小
隊
長
の
檄
に
応
え
て
眼
光
鋭

く
敵
兵
を
刺
殺
す
る
兵
士
た
ち
と

地
獄
図
の
よ
う
な
累
々
た
る
死
体

〜
フ
ラ
ン
ス
な
ど
海
外
で
高
い
評

価
を
得
た
日
本
を
代
表
す
る
画
家

藤
田
嗣
治
が
画
い
た
「
ア
ッ
ツ
島

玉
砕
」
で
す
。
画
か
れ
た
死
体
は

全
て
米
兵
、
日
本
兵
は
誰
一
人
死

ん
で
い
な
い
の
で
す
。
玉
砕
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　

今
年
の
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
「
美
術
か
ら
考
え
る
戦
争
と

平
和
」
が
テ
ー
マ
。
11
月
29
日
、

16
人
の
参
加
に
よ
り
、
竹
橋
に
あ

る
国
立
近
代
美
術
館
と
工
芸
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雲
一
つ
な

い
快
晴
、
紅
葉
も
楽
し
め
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
近
代
美
術
館
工

芸
館
の
建
物
は
旧
近
衛
師
団
司
令

部
庁
舎
、
傑
作
と
い
わ
れ
る
建
造

物
で
、
か
つ
戦
争
遺
産
。
装
飾
な

ど
も
た
っ
ぷ
り
見
学
し
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
先
は
近
代
美
術
館
本

館
。
重
要
文
化
財
15
点
を
含
む
明

治
以
降
の
日
本
近
代
美
術
の
宝
庫
、

戦
争
画
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
日

本
画
の
展
示
数
が
普
段
よ
り
少
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
…
。

　

近
代
美
術
館
の
常
設
展
は
65
歳

以
上
無
料
。
い
い
美
術
館
で
す
よ
。

　　

芸
術
の
秋
は
腹
が
へ
る
、
パ
レ

ス
サ
イ
ド
ビ
ル
内
の
食
堂
で
個
室

を
借
り
て
ラ
ン
チ
。
ビ
ー
ル
一
杯

付
に
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
。
さ
ぞ
や

高
尚
な
芸
術
談
議
が
交
わ
さ
れ
た

と
思
い
き
や
、
爆
笑
の
嵐
に
、
？
。

　

芸
術
鑑
賞
と
い
う
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
好
評
で
し
た
。

沼津アルプス香貫山より

芸
術
が
戦
争
協
力
し
た
歴
史
に
学
ぶ

退
職
者
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（注）一部を拡大して表示

世
界
の
フ
ジ
タ
が
描
い
た
戦
争
画

「
芸
術
と
紅
葉
」
を
楽
し
む

何
度
も
観
て
考
え
た
い
展
示

ラ
ン
チ
が
一
番
好
評
？



３月２７日（金）
小金井公園でお花見ウォーク

▼集　合　武蔵小金井駅　10 時 30 分集合
▼コース
　①小金井公園までウォーキング
　　（バスによる移動も可能）
　②桜の名所小金井公園内を散策〜大宴会
　③「江戸東京たてもの園」自由散策〜解散
▼参加費　５００円（入園料込み）
▼留意点　年齢を証明するものを持参　
▼募　集　１月に案内送付の予定

３月６日（金）
学習会「頻尿の仕組みと対策」

■時　間　13 時 15 分開会
■場　所　清掃会館地下ホール
■講　師　東京清掃顧問医　平野敏夫さん
■懇親会　学習会終了後（15 時頃）開催
■募　集　１月に案内送付の予定

１月１８日（土）
新春の集い2020

●時　間　11 時 45 分〜 14 時　
●場　所　飯田橋「福園」
　　　　　＊昨年とは違う中国料理店
　　　　　　清掃会館のすぐそばです
●参加費　2,000 円
　　　　　＊昨年同様のパフォーマンス実施
●募　集　１月 10 日までに連絡ください

２月６日（木）
演芸を楽しむ会2020

●時　間　12 時 30 分集合、13 時開演
●演　目　国立演芸場２月上席
　　　　　＊出演者は１月初めに決まる
●参加費　５００円
　　　　　＊ 65 歳未満 1,000 円
●募　集　１月 10 日までに連絡ください
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12
月
３
日
に
第
３
回
幹
事
会
と

専
門
部
会
を
開
き
、
次
の
こ
と
を

検
討
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
新
春
の
集
い（
１
月
18
日
）」「
演

芸
を
楽
し
む
会
（
２
月
６
日
）」「
春

の
学
習
交
流
会
（
３
月
６
日
）」「
お

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
３
月
26
日
）」

の
各
実
施
案
を
決
め
ま
し
た
。
実

施
案
の
概
要
は
下
段
の
と
お
り
で

す
。
是
非
、
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
参
加
者
が

少
な
い
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、

来
年
は
何
と
し
て
も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
コ
ー
ス

を
前
提
に
プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
る

つ
も
り
で
す
。
旅
行
日
は
10
月
25

日
〜
26
日
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
の
定
期
総
会
は
、
６
月
12

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
役
員
改

選
の
年
で
す
。
吾
と
思
わ
ん
方
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
加
入
者
拡

大
は
全
国
自
治
退
の
最
重
要
課
題

で
す
。
決
め
手
は
再
任
用
準
会
員

第３回
幹事会

新
春
の
集
い
１
月
18
日
、
演
芸

を
楽
し
む
会
２
月
６
日
、
春
の

学
習
会
３
月
６
日
、
お
花
見
３

月
27
日
、
総
会
は
６
月
12
日

１
月
〜
３
月
の
行
事
実
施
案

秋
の
親
睦
旅
行
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

定
期
総
会
は
６
月
12
日

特
例
会
員
の
設
置
を
試
行

を
い
か
に
引
き
付
け
る
か
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
「
退
職
者
会
加

入
が
要
件
」
と
聞
い
て
尻
込
み

す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
拡
大
に

は
思
い
切
っ
た
措
置
が
必
要
と

考
え
、
再
任
用
準
会
員
限
定
で
、

「
安
心
総
合
共
済
加
入
者
は
完

全
退
職
後
も
退
職
者
会
の
会
費

を
免
除
す
る
特
例
」
を
つ
け
て

「
安
心
総
合
共
済
」
の
加
入
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

既
存
会
員
へ
の
適
用
は
規
約

改
正
を
伴
い
ま
す
の
で
、
再
任

用
準
会
員
の
動
向
を
見
定
め
て

か
ら
検
討
し
ま
す
。
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▼
困
難
な
闘
い
に
挑
む

　

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
昨
年

同
様
、
行
政
系
人
事
制
度
改
定
に

伴
う
給
与
水
準
変
化
を
理
由
に
月

例
給
を
０
・
58
％
引
下
げ
と
す
る

一
方
、
特
別
給
を
０
・
15
月
引
上

げ
て
平
均
年
間
給
与
２
万
２
千
円

増
と
す
る
勧
告
を
し
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
①
月
例
給
減
額
阻

止
、
②
一
時
金
増
額
を
目
指
す
極

め
て
困
難
な
闘
い
に
挑
み
ま
し
た
。

　

区
長
会
は
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
し

た
時
点
か
ら
「
勧
告
制
度
の
趣
旨

か
ら
２
年
連
続
の
勧
告
実
施
は
避

け
る
べ
き
」
と
の
姿
勢
を
変
え
よ

う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
闘

賃金確定闘争の結果
１．給料表

①行政職給料表は勧告通り実施。（引下げ）
②業務職給料表は行政職給料表に準じて

引下げ改定。
③改定実施時期は 2020 年１月１日から

給与改定による所要の調整は行わない。
今年度の定年退職者等に係る退職手当
は激変緩和措置。（改定前給料表適用）

２．一時金
①年間支給月数を 0.15 月引上げ 4.65 月

今年度は 12 月期の勤勉手当支給月数
を 0.15 月引上げ。

３．人事制度等
①技能主任任用資格基準を 16 年から 4

年短縮し 12 年とする。（経過措置４年）
②勤務成績判定区分を「統括技能長、技

能長、担当技能長」、「技能主任」の区
分に分ける。判定期間は 2020 年 1 月
1日から、2021年6月の支給から適用。

激励する　
丹野副会長

東京清掃19賃金確定

い
に
対
し
退
職
者
会
は
全
体
集
会

２
波
、
地
連
別
集
会
５
件
の
全
て

の
場
で
激
励
し
、
連
帯
し
ま
し
た
。

▼
月
例
給
は
引
下
げ
ら
れ
た

　

が
、
譲
歩
を
引
き
出
す

　

闘
い
の
結
果
、
月
例
給
の
引
下

げ
を
受
入
れ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
遡
っ
て
改
悪
を
さ
せ
ず
、

今
年
度
退
職
者
の
退
職
金
算
出
基

礎
を
現
行
給
料
表
適
用
と
す
る
な

ど
の
譲
歩
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

▼
人
事
制
度
で
大
き
な
成
果

　

今
回
の
最
大
の
成
果
は
、
技
能

主
任
任
用
資
格
基
準
年
数
の
短
縮

で
す
。
従
来
基
準
の
16
年
で
は
、

前
歴
加
算
上
限
の
６
年
を
持
ち
込

ん
で
も
、
退
職
金
の
役
職

加
算
を
満
額
受
け
る
権
利

が
制
度
的
に
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
さ
れ
る
と
い
う
不
利

益
、
行
政
職
と
の
差
別
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

４
年
の
短
縮
で
、
通
常

の
採
用
年
齢
上
限
の
34
歳

採
用
で
も
退
職
金
の
役
職

加
算
満
額
受
給
の
エ
ン
ト

リ
ー
権
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、

勤
務
成
績
区
分
の
見
直
し

も
成
果
で
す
。
東
京
清
掃

は
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
12
月
始
め
ま
で
の

期
間
お
願
い
し
た
「
核
兵
器
廃

絶
１
千
万
署
名
」
は
12
月
３
日

の
幹
事
会
で
集
約
し
た
結
果
、

32
名
36
枚
150
筆
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
掃
退
職
者
会
の
署
名
や
カ

ン
パ
へ
の
協
力
度
は
、
自
治
退

都
本
部
内
で
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
治
退
都
本
部
よ
り
実
施
通

知
が
届
い
た
の
は
11
月
半
ば
で
、

実
施
期
間
は
12
月
10
日
ま
で
で

し
た
。
日
程
的
に
会
員
あ
て
連

絡
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
の

で
、
12
月
３
日
、
幹
事
９
名
の

核
兵
器
廃
絶
１
千
万

署
名
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

台
風
19
号
豪
雨
災
害

被
災
者
支
援
カ
ン
パ

　

幹
事
の
み
で
対
応

み
を
対
象
に
行

い
、
８
、５
０
０
円

を
都
本
部
へ
届

け
ま
し
た
。
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来
年
の
通
常
国
会
へ
向
け
て
、

社
会
保
障
制
度
改
定
論
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
、
(1)
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

25
年
問
題
、
(2)
全
世
代
型
社
会
保

障
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
い
ま
す
が
、

実
態
は
高
齢
者
福
祉
切
捨
て
で
す
。

　

年
金
の
主
な
検
討
課
題
は
、
①

厚
生
年
金
保
険
対
象
枠
拡
大
、
②

基
礎
年
金
加
入
期
間
延
長
、
③
年

金
繰
下
げ
受
給
年
齢
引
上
げ
、
④

在
職
老
齢
年
金
制
約
緩
和
で
す
。

ど
れ
も
労
働
者
に
は
歓
迎
で
す
。

　

厚
生
年
金
加
入
は
、
①
週
20
時

間
、
②
月
額
賃
金
8.8
万
円
、
③
勤

務
期
間
１
年
以
上
見
込
み
、
④
企

業
規
模
501
人
以
上
が
対
象
で
す
。

こ
れ
を
企
業
要
件
51
人
以
上
（
当

初
は
21
人
案
）
に
す
る
方
向
で
検

討
が
進
ん
で
い
ま
す
。
厚
生
年
金

加
入
者
は
65
万
人
増
加
し
、
現
年

金
水
準
に
も
招
来
の
年
金
水
準
維

持
に
も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、経
産
省
と
日
商
が
「
中

小
企
業
に
厳
し
い
」
と
反
論
し
て

い
ま
す
。
社
会
的
責
任
の
義
務
を

果
せ
な
い
企
業
に
は
退
場
し
て
も

ら
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
〜
60
歳
が
加

入
期
間
で
す
。
年
金
の
支
給
開
始

が
65
歳
に
な
り
65
歳
ま
で
働
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

61
歳
か
ら
65
歳
の
５
年
間
厚
生
年

金
保
険
を
か
け
て
も
、
基
礎
年
金

の
受
給
期
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま

せ
ん
。
年
金
は
社
会
的
仕
送
り
制

度
で
す
が
、
納
付
期
間
に
応
じ
た

年
金
は
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

こ
の
矛
盾
を
解
消
し
年
金
原
資

を
増
や
す
方
策
と
し
て
、
61
歳
以

上
へ
国
民
年
金
加
入
期
間
を
延
長

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政

負
担
増
を
嫌
う
財
務
省
が
か
た
く

な
に
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

在
職
老
齢
年
金
は
65
歳
未
満

は
賃
金
と
年
金
の
合
計
平
均
月
収

28
万
円
超
、
65
歳
以
上
は
47
万
円

超
で
年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
制
度
が
65
歳
定
年
時
代
に
は

合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
就
労
を
促
す
観
点
か
ら
制
約

緩
和
の
論
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
制
度
は
後
期
高
齢
者
の
医

療
費
窓
口
負
担
２
割
化
が
最
大
の

焦
点
で
す
。
現
在
は
原
則
１
割
、

年
収
が
約
370
万
円
以
上
の
「
現
役

並
み
の
収
入
の
あ
る
者
」
は
３
割

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
75
歳

未
満
は
約
22
万
円
、
75
歳
以
上
は

約
94
万
円
で
す
。
政
府
や
財
界
は

本
人
負
担
を
原
則
２
割
に
す
れ
ば

医
療
費
を
抑
制
で
き
る
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
高
齢
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
健
康
を
害
し
医
療
費

が
嵩
む
の
は
あ
た
り
ま
え
で
す
。

２
割
化
は
、
通
院
を
差
し
控
え
る

要
因
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

２
割
化
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
連
合
は
受
給
者
の
立

場
と
同
時
に
、
医
療
費
支
払
い
側

で
も
あ
り
、「
経
団
連
」や「
健
保
連
」

等
と
と
も
に
２
割
化
を
要
求
し
て

い
ま
す
。「
年
齢
に
関
係
な
く
応
能

負
担
す
べ
き
」
と
医
療
制
度
全
体

の
改
善
を
求
め
て
は
い
ま
す
が
…
。

　

介
護
保
険
の
給
付
と
負
担
に
関

わ
る
検
討
課
題
は
、
①
被
保
険
者
・

受
給
者
の
範
囲
、
②
居
宅
介
護
支

援
費
の
自
己
負
担
導
入
、
③
軽
度

者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
自
治
体
移
管

で
す
。
給
付
抑
制
と
負
担
増
で
す
。

　

被
保
険
者
は
現
在
40
歳
以
上
で

す
が
、
制
度
発
足
時
、
20
歳
以
上

の
案
が
一
夜
で
変
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
負
担
年
齢
の
引
下
げ
は

制
度
の
安
定
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

自
己
負
担
割
合
の
所
得
水
準
引

下
げ
の
議
論
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
割
負
担
原
則
へ
の
布
石
で
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
や
「
要
介

護
１
・
２
の
訪
問
介
護
生
活
支
援
」

を
市
町
村
事
業
と
す
る
案
も
俎
上

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

給
付
抑
制
・
負
担
増
を
押
し
と
ど

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

負
担
増
と
弱
者
切
捨
て
は
許
せ
な
い

年
金
・
医
療
と
介
護
制
度
改
正
の
論
点
整
理

全
企
業
は
厚
生
年
金
対
象

枠
拡
大
を
受
入
れ
る
べ
き

定
年
延
長
時
代
に
見
合
う

国
民
年
金
加
入
期
間
延
長

在
職
老
齢
年
金
の
矛
盾
解

消
へ
制
約
を
緩
和
す
べ
き

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
２
割
化
は
許
せ
な
い

給
付
抑
制
と
負
担
増
で
介

護
保
険
制
度
が
つ
ぶ
れ
る
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年
金
・
介
護
と
医
療
・
税
制
・
脱
原
発
等

▼
要
求
…
財
政
制
度
等
審
議
会
建

議
で
言
及
さ
れ
た
①
75
歳
以
上
の

医
療
費
自
己
負
担
定
率
２
割
化
、

金
融
資
産
を
算
定
基
礎
と
す
る
患

者
負
担
、
②
医
療
保
険
給
付
率
の

児
童
引
下
げ
制
度
を
実
施
し
な
い

こ
と
→
回
答
な
し
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
当
た
り
、
市
町
村
が
地
域
実

情
に
応
じ
て
効
果
的
・
効
率
的
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
支
援

策
を
厚
労
省
へ
要
請
。
介
護
基
盤

整
備
は
、
地
方
財
政
措
置
に
加
え
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

よ
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

所
要
の
国
費
確
保
や
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

基
盤
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す
る
。

▼
要
求
…
(1)
生
活
保
護
基
準
復
元
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
策
の
確
実

な
実
施
。
(2)
社
会
保
障
・
税
番
号

の
個
人
情
報
漏
洩
防
止
策
強
化
、

社
会
保
障
個
人
会
計
と
の
完
全
遮

断
。
(3)
原
子
力
発
電
の
見
直
し
、

脱
原
発
社
会
実
現
。
(4)
カ
ジ
ノ
賭

博
合
法
化
法
廃
止
。
→
回
答
な
し
。

◆
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
積
立

金
運
用
は
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
の

利
回
り
確
保
を
目
的
に
、
市
場
を

歪
め
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
指

針
の
下
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
国
連
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、

各
地
方
公
務
員
共
済
組
合
で
実
施

し
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討

が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
昭
和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和

41
年
７
月
か
ら
な
の
で
、
恩
給
期

間
が
違
う
た
め
。
追
加
費
用
削
減

は
、
①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期
間

を
含
む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、

②
年
230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額

し
な
い
措
置
を
講
じ
た
。

▼
要
求
…
(1)
年
金
制
度
・
財
政
安

定
の
た
め
、
雇
用
安
定
と
質
向
上
、

賃
金
改
善
、
次
世
代
育
成
支
援
を

図
る
こ
と
。
(2)
基
礎
年
金
を
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
対
象
外
に
。
(3)

選
択
制
を
前
提
に
国
民
年
金
保
険

料
拠
出
期
間
延
長
。
基
礎
年
金
納

付
上
限
延
長
、
基
礎
年
金
増
額
。

年
金
受
給
開
始
時
期
選
択
肢
を
70

歳
以
降
に
拡
大
。
在
職
老
齢
年
金

は
就
労
を
促
す
も
の
に
な
る
よ
う

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

◆
回
答
…
年
金
制
度
は
年
金
生
活

者
と
現
役
世
代
の
理
解
を
十
分
に

得
る
必
要
が
あ
る
。
制
度
改
正
に

あ
た
り
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金

部
会
等
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
。

◆
雇
用
安
定
・
質
向
上
、
賃
金
改

善
へ
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
確
保
の

た
め
、
20
年
４
月
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

◆
年
金
受
給
開
始
時
期
や
在
職
老

齢
年
金
の
あ
り
方
は
、
要
望
趣
旨

も
踏
ま
え
社
会
保
障
審
議
会
年
金

部
会
等
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

地
公
退
は
、
10
月
２
日
に
、
江

崎
参
議
院
議
員
立
会
い
の
も
と「
総

務
省
要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
回

答
を
受
け
ま
し
た
。
主
な
回
答
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
年
金
制
度
の
検
討
に
当
っ
て
は
、

今
後
も
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分

伺
い
つ
つ
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
公
的
年
金
制
度
持
続
法
改
正
に

よ
り
、
17
年
４
月
か
ら
、
全
地
方

自
治
体
で
①
週
20
時
間
、
②
月
額

賃
金
8.8
万
円
、
③
勤
務
期
間
１
年

以
上
見
込
み
、
④
学
生
以
外
の
短

時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
適
用
拡

大
を
実
施
。
短
時
間
労
働
者
の
適

用
拡
大
へ
向
け
、
19
年
９
月
末
を

期
限
と
し
て
社
会
保
障
審
議
会
年

金
部
会
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
適
用
拡
大
へ

必
要
な
対
応
を
行
い
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア

生
活
保
護
・
税
番
号
・
脱
原
発

医
療
保
険
制
度

被
用
者
年
金
適
用
拡
大

年
金
制
度
の
具
体
的
要
求

年
金
積
立
金
運
用

追
加
費
用
削
減

年
金
の
制
度
設
計

５
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清掃退職者会の２０１９年

１月17日、東京清掃旗開き。
三役が参加。恒例の鏡開き
は歴代委員長と当局理事者
により行われ、乾杯の音頭
を丹野副会長が行いました。

２月２日、飯田橋の中国料理店「楼蘭」
で「新春の集い」を開催、19名参加。
恒例の参加者の「ひとこと」では参加
者の活動領域の豊富さに感心。「長寿
祝い」と「開運じゃんけん大会」では
しゃぎ、例年同様、よく飲み、よく食べ、
大いに盛り上がりました。

２月７日、「演
芸を楽しむ会」
を国立演芸場で
行いました。参
加者は家族を含
め 16 名、今年
も楽しい笑いの
シャワーを一杯
浴びました。

２月 28 日、東京清掃主催退職
者送別会。今年から再任用組合
員の交流の場もかねた会になり
ました。参加者から、阪神大震
災や各地の災害支援、区移管反
対闘争の思い出などが披瀝され、
楽しいひとときになりました。

４月 27 日の中央メーデー
は例年同様代表参加、５月
１日の日比谷メーデー中心
に取組みました。25名参加、
これまでで最多。今年も東
京清掃本部・青年部と同じ
梯団で、退職者会旗を高々
と掲げて鍛冶橋まで元気に
行進しました。

北越谷元荒川堤桜並木にて

中央メーデー 日比谷メーデー

３月26日にお花見ウォーキング。今ま
でと趣向を変えてウォーキングはそこ
そこ、お花見重視。桜の名所「北越谷
元荒川堤桜並木」の河原で車座に。桜
は三部咲き、寒さに縮こまっていまし
たが、酔いがまわるとどんどん盛上り
法華の太鼓さながら。参加者は19名。

参加者のひとこと（熱弁？）

７月６日、東京清掃ボウリ
ング大会に参加。体力不
足に練習不足、「参加する
ことに意義あり」と若い世
代に励まされました。

６月14日に第 12回定期総会。参加会
員は 34名。庄司会長による「安倍を倒
せ！」の熱い挨拶で開会。社会的運動推
進と組織拡大を２大目標に定めた活動方
針を提起し、社会的課題への取組み強化
や組織拡大の具体的方策などの意見を踏
まえて活動を進めていくことを確認。総
会後の懇親会は来賓を含め 35名参加。

三部咲き

第 12 回定期総会
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許すな９条改憲・辺野古埋立反対・
安倍退陣７.19 国会前行動

９月16日、地公三単産・地
公退高齢者集会、17日に全
国高齢者集会。両集会とも、
安倍政権退陣、脱原発社会実
現の方針を鮮明にしました。

今年は学習会を３回開催。春は「終活」を
テーマに３月５日と５月 22 日の２回に分
けて開催。講師はセレモアに依頼。「遺言
と相続」の講義は参考になりました。秋は
９月 13 日、「日米地位協定」、講師は前自
治退会長の吉沢弘久さん。有意義でした。

11月 29日、「ちよだフィールドワーク」に
家族を含め 16 名参加。旧近衛師団司令部
庁舎の国立近代美術館工芸館建物を見学し、
国立近代美術館で明治以降の近代美術を鑑
賞、戦争画について意見交換もしました。
パレスサイドビル内のビール付ランチが一
番盛り上がったような気もしますが…。

今年も東京清掃との連携強化

自主サークル「宇宙物理学部」
は「三鷹天文台」「航空宇宙セン
ター」「科学技術館」「タイムドー
ム明石」と４回の見学会を実施、
「歩こう会」も「梅と天神めぐり」
「ガイドと歩く自然教育園」を行
いました。参加者も増えました。

東京清掃定期大会

全日制市民の立場を活かし、各種集
会・行動に積極的に関わりました。

３．21 さようなら原発全国集会

日本の裁判所にもの申す！労働者へ
の差別を許さない！メトロコマース

＆ユナイテッド 10.18 上野デモ

フィールドワーク出発点「吾妻橋」

春の学習会風景

学習会・懇親会

賃金確定闘争総決起集会

激励する
庄司会長

10月 27日〜 28日に計
画していた親睦旅行は、
参加者が少なく中止。

国立近代美術館工芸館
（旧近衛師団司令部庁舎）

航空宇宙センター見学 ガイドと歩く自然教育園

東京清掃は今年 70周年を迎
え、９月 26日に記念レセプ
ションが開催されました。

２・15 東京総行動　ブラック企業の
総本山経団連抗議行動 ５. ３憲法集会

10.31 狭山事件の　　
再審を求める市民集会

中島朋之講師

吉沢弘久講師



る
大
田
総
支
部
か
ら
活
動
報
告
。

「
自
治
研
っ
て
そ
ん
な
に
難
し
く
な

い
よ
。」と
呼
掛
け
る
内
容
で
し
た
。

　

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
台
風

15
号
被
災
地
へ
の
災
害
支
援
活
動

と
、
台
風
19
号
に
被
災
し
た
大
田

区
・
世
田
谷
区
の
報
告
。
会
場
か

ら
も
活
発
な
質
問
・
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
ご
み
対
策
は
初
動

が
そ
の
後
の
全
て
を
規
定
し
ま
す
。

特
に
、
被
災
粗
大
ご
み
置
場
の
確

保
が
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち
も
住

８
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東
京
清
掃
の
第
56
年
次
自
治
研

集
会
が
、
12
月
１
日
、
連
合
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
各
支

部
に
よ
る
自
治
研
活
動
着
手
を
促

す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
い
わ
ば
、

内
向
き
の
集
会
で
し
た
が
、
災
害

支
援
活
動
や
災
害
ご
み
処
理
の
報

告
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

集
会
の
は
じ
め
は
、
長
年
自
治

研
活
動
を
続
け
て
い
る
練
馬
総
支

部
と
、不
死
鳥
の
よ
う
に
立
ち
直
っ

て
は
断
続
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

安
倍
政
権
を
倒
し
、
社
会
保
障
を
守
ろ
う
！

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
第
17
回
定
期
総
会

　

11
月
27
日
、
東
京
都
庁
職
員
退

職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）
第
17
回

定
期
総
会
が
、
都
庁
内
で
開
か
れ
、

役
員
と
し
て
庄
司
会
長
、
丹
野
副

会
長
、
代
議
員
と
し
て
戸
枝
事
務

局
長
、
渡
辺
幹
事
、
岡
田
幹
事
、

箱
田
幹
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
林
会
長（
都
市
整
備
環
境
）は
、

「
安
倍
内
閣
は
本
当
に
ひ
ど
い
。
行

政
を
私
物
化
し
て
い
る
。『
桜
を
見

る
会
』
は
許
せ
な
い
。
萩
生
田
文

科
相
の
『
身
の
丈
』
発
言
も
ひ
ど

い
。
格
差
拡
大
政
権
だ
。
全
世
代

型
福
祉
で
医
療
・
介
護
の
切
り
捨

て
が
進
ん
で
い
る
。
自
治
退
、
退

職
者
連
合
に
結
集
し
て
闘
っ
て
い

こ
う
。」
と
呼
掛
け
ま
し
た
。

　

自
治
労
都
庁
職
、
自
治
退
都
本

部
、
都
退
協
、
自
治
退
な
ど
挨
拶

が
延
々
と
続
い
た
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。黒
田
事
務
局
長
は
、「
概

括
的
に
は
あ
ま
り
活
発
な
活
動
を

で
き
な
か
っ
た
。」
と
報
告
。
都
庁

退
の
現
状
を
現
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
方
針
で
は
「
社
会
保
障
制

度
改
悪
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

闘
う
の
か
」
と
の
質
問
が
出
ま
し

た
。
都
庁
退
が
単
独
で
や
れ
る
こ

と
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
前

行
動
な
ど
を
も
っ
と
活
発
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
…
。

　

役
員
は
、
小
林
会
長
は
留
任
、

新
た
に
女
性
三
役
と
し
て
福
祉
保

健
局
の
中
井
さ
ん
が
副
会
長
に
、

事
務
局
長
は
現
会
計
の
関
口
さ
ん

（
主
税
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

民
と
し
て
自
治
体
に
対
策
を
求

め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

最
後
は
特
別
講
演
。
職
業
ソ

ン
グ
を
歌
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ーm

issato

さ
ん
が
、

清
掃
作
業
を
表
現
し
た
「
分
別
・

分
別
（
ぶ
ん
べ
つ
・
ふ
ん
べ
つ
）」

を
歌
っ
て
ダ
ン
ス
。
青
年
部
も

協
力
し
ま
し
た
。
続
い
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

市
民
の
立
場
でm

issato

さ
ん

も
参
加
、「
ご
み
減
量
に
む
け

て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
楽
し

い
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

東京清掃自治研集会

シンガーソングライター missato さんの歌とダンス
（バックダンサーは青年部）

楽
し
い
自
治
研
集
会
に

　
　

な
り
ま
し
た

自
治
研
は
や
っ
て
み
れ
ば

そ
ん
な
に
難
し
く
は
な
い
よ

被
災
ご
み
対
策
は
初
動
が

　

何
よ
り
も
大
切
と
痛
感



東京清掃労働組合退職者会機関紙　2019 年 12 月

９

　

11
月
19
日
、
50
回
目
の
19
日
行

動
が
国
会
前
で
行
わ
れ
、
２
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
清
掃
退
職

会
の
参
加
は
14
人
で
し
た
。

　

行
動
冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
、
立

憲
野
党
の
挨
拶
、
市
民
団
体
等
の

報
告
で
、
安
倍
政
権
を
厳
し
く
指

弾
、
憲
政
史
上
最
長
に
な
り
ま
し

た
が
、
経
済
も
外
交
も
悪
く
な
る

一
方
で
、
権
力
の
私
物
化
が
進
み
、

問
題
が
発
生
し
て
も
証
拠
や
文
書

を
隠
蔽
・
廃
棄
し
「
な
か
っ
た
こ

と
に
す
る
」
こ
と
で
逃
げ
切
る
卑

怯
さ
。
そ
の
典
型
例
が
「
桜
を
見

る
会
」
の
お
手
盛
り
招
待
、
税
金

で
後
援
会
を
接
待
す
る
こ
と
は
公

選
法
違
反
と
い
う
明
確
な
犯
罪
に

も
関
わ
ら
ず
、
問
題
発
生
当
日
関

係
文
書
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
、

電
子
デ
ー
タ
も
公
表
し
な
い
な
ど

言
語
道
断
で
す
。
安
倍
、
断
じ
て

許
す
ま
じ
の
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
萩
生
田
「
身
の
丈
」
発

言
か
ら
火
が
つ
い
た
民
間
英
語
入

試
問
題
で
現
役
の
高
校
生
が
声
を

上
げ
た
こ
と
、
平
和
大
使
の
運
動

で
高
校
生
が
的
確
な
発
言
を
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
若
い
層
の
運
動

の
広
が
り
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
寄
り
が
頑
張
り
続
け
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
得
心
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
調
査
名
目
の
中
東
派

兵
や
辺
野
古
新
基
地
建
設
強
行
な

ど
憲
法
違
反
を
繰
返
す
安
倍
政
治

を
倒
そ
う
と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

国
家
権
力
を
私
物
化
し
、
歴
史
を　

修
正
す
る
安
倍
政
権
を
許
さ
な
い
！

「
桜
を
見
る
会
」
の　

　

逃
げ
切
り
を
許
す
な

高
校
生
な
ど
若
い
世
代

も
立
ち
上
が
っ
て
い
る

　

中
曽
根
元
首
相
が
11
月
29
日
、

101
歳
で
死
ん
だ
。
原
発
導
入
と
国

鉄
解
体
、
新
自
由
主
義
路
線
が
中

曽
根
の
功
績
と
い
え
る
。
ま
さ
に

労
働
者
の
敵
で
し
か
な
い
。

　

05
年
11
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
中
曽
根
は
「
総
評
の
中

心
の
国
労
を
崩
壊
さ
せ
る
た
め
、

国
鉄
の
民
有
化
を
真
剣
に
や
っ
た
。

民
有
化
で
国
労
は
崩
壊
し
、
総
評

が
崩
壊
し
、社
会
党
が
崩
壊
し
た
。」

と
、
総
評
と
社
会
党
潰
し
を
意
図

し
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

　

首
相
が
法
律
で
禁
じ
る
「
不
当

労
働
行
為
」
を
や
っ
た
の
だ
。
こ

れ
は
犯
罪
だ
。
こ
の
「
国
家
的
不

当
労
働
行
為
」
に
よ
り
国
鉄
労
働

者
１
０
４
７
人
が
解
雇
さ
れ
た
。
解

雇
自
由
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

同
時
に
、国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、

地
方
を
切
り
捨
て
た
。
北
海
道
で

は
特
に
被
害
は
甚
大
だ
。
無
責
任

な
新
自
由
主
義
に
よ
り
差
別
と
分

断
を
も
た
ら
し
、「
憲
法
改
悪
」
を

正
面
に
掲
げ
た
中
曽
根
の
路
線
を

引
き
継
い
で
い
る
の
が
安
倍
だ
。

　

経
営
破
綻
を
口
実
に
組
合
潰
し
を

狙
っ
た
不
当
解
雇
か
ら
９
年
、
12
月

９
日
、
天
王
洲
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
を
150

本
あ
ま
り
の
組
合
旗
と
当
該
・
支
援

650
人
が
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

被
解
雇
当
事
者
は
「
解
雇
は
み
せ

し
め
だ
。
新
採
を
行
っ
て
い
る
の
に
、

職
場
復
帰
を
認
め
な
い
の
は
許
せ
な

い
。」
と
会
社
側
の
姿
勢
を
批
判
し
、

「
解
決
な
し
に
年
は
越
せ
な
い
。
原
告

の
苦
し
さ
を
知
れ
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
、
被
解
雇
当
事

者
、
当
該
組
合
、
支
援
が
一
体
と
な
り
、

「
早
期
解
決
」「
職
場
に
戻
せ
」
の
コ
ー

ル
を
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
に
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

解決なしに年は越せない！
ＪＡＬは直ちに争議を解決しろ！

労
働
者
は
中
曽
根
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
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安心総合共済
安い掛金で大きなメリット

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
「
預
か
り
品

の
賠
償
責
任
」
で
す
。
ゴ
ル
フ
関

連
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
自
転

車
保
険
、
旅
行
保
険
や
ゴ
ル
フ
保

険
の
要
素
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
①
緊
急
医
療
相
談
、
②

医
療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専
門

医
相
談
、
④
が
ん
専
用
相
談
窓
口
、

⑤
転
医
・
患
者
移
送
手
配
を
対
応

す
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」は
、

非
常
に
便
利
で
す
。
多
く
の
損
害

保
険
が
有
料
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
安
心
共
済
」
は
無
料
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
掛
金
も
安
く
、

加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が
な
く
、

医
師
の
審
査
も
不
要
（
が
ん
補
償

を
除
く
）等
、メ
リ
ッ
ト
一
杯
で
す
。

　歩行中に足を取られて転
倒し、右膝捻挫。大したこ
とはないと思ったが、なか
なか直らず、結局 30 日間
も通院。保険を請求すると
６万円支給。通院１日目か
らの補償はメリットだと思
う。保険請求も簡単だった。

　買ったばかりの一眼カメ
ラを旅行中に落して大破。
メーカーから修理困難の報
告に、目の前が真っ暗に。
　「安心共済」に保険請求し
たところ、新品同様とされ、
ほぼ購入時の金額が補償さ
れた。嬉しかった。

加入者の声（Ｂさん）加入者の声（Ａさん）

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、

「
安
心
総
合
共
済
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

■４つの基本補償

の
「
資
料
請
求
ハ
ガ
キ
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
自
治
労
サ
ー
ビ
ス
よ
り
加

入
に
必
要
な
書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
８
月
半
ば

ま
で
加
入
申
込
み
が
可
能
で
す
の

で
、
他
の
保
険
か
ら
切
換
え
る
場

合
も
安
心
で
す
。
加
入
に
つ
い
て

是
非
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
清
掃
退
職
者
会
へ
。

安
心
共
済
は
補
償
が
お
得

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
が
お
得

年
齢
制
限
な
し
が
お
得

加
入
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

③携行品損害
住宅外で被保険者所有の携
行品が偶然な事故で損傷し
た場合。限度額 50 万円。

④受託品賠償責任
他人からの預かり品やレン
タル用品等に対する賠償事
故が対象。限度額 10 万円。

①障害事故
日常生活における偶然な外
来の事故によりケガをした
場合。１日目から補償。

②賠償事故
日常生活における法律上の
賠償事故（同居の家族も補
償）。国内無制限。


